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JCA�員の��へのご�内 4⽉�
・�員��イベントのお知らせ
・カンボジアでの活動�告
・カンボジア��

  5⽉末、チア・バンデート郵便��⼤�の来⽇に�わせ、当
協�の�員��で２時間半の���流�を開�する�びとな
りました。カンボジアからは郵便��省、およびIT��の⼤
�、専⾨��の��の���が��予�でカンボジアのITに
�する政策や�材�成の�点からも�常に有�義な時間が�
れるかと�じます。
   じっくり�⾒��できるよう１２���で募�させていた
だきます。先�順の申し�みとなりますので、
こちらのフォームよりお申し�みください。

   �場は、東�・永⽥�にあるキタノホテル東�のフレンチ
「��」。カンボジアでは、シハヌーク国王�下の料理�、
そして、ザレジデンスにて14年間シェフを�められた�茂�
が�料理�です。⽇�にいながら、カンボジアを�じる�間
になれば�いです。��にお�いできる⽇を�しみにしてお
ります。

[�員��イベントのお知らせ]     チア・バンデート郵便��⼤����

�橋��、��常�理事カンボジア���告

フン・セン��のご兄�のご�儀に�し、�橋��をはじめ�員3�が�
列いたしました。ご��の��に、�んでお�やみを申し上げます。
2025年3⽉31⽇
https://youtu.be/HrhLqgAkIu0?si=EiFobrQfTQtXRN-p  
(�典TVK国���)

◆イアン・ソパレット��⼤�
⼤��より供�されたごみ��⾞のカンボジアへの���件について、
��の��を⾏いました。また、���員であるシバタ⼯業�より提�
のあったODA�件についてご��を⾏い、その場で担当者のご��をい
ただきました。��の�件�に向け、円滑に�めるための�筋をつける
ことができました。    2025年3⽉31⽇
動�はこちらから

https://forms.gle/5yzwu2qvJhQr19Zd7
https://www.kitanohotel.co.jp/tokyo/dining/
https://www.kitanohotel.co.jp/tokyo/dining/
https://youtu.be/HrhLqgAkIu0?si=EiFobrQfTQtXRN-p
https://www.facebook.com/share/v/19NfNU62cN/?mibextid=wwXIfr
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◆ボン・セイビソット副⾸相兼�僚���担当⼤�
2⽉の来⽇時に開�された���において、⽇�の中⼩�業がカンボジアへ��する�の�題および���の��につ
いて、率�な�⾒��を⾏いました。この�論を踏まえ、4⽉のカンボジア��時にさらなる協�を�めることとな
り、�回の��に�りました。��では、現地での��署��やライセンス�得⼿�きなど、�体的な�題について
�⾒��を⾏いました。JCAが中⼩�業�援に��しているとの�識のもと、��は�僚���と��し、�題�決
に向けたワーキンググループの��を⽬指してまいります。     2025年4⽉1⽇
��はこちらから   (�典 クメールタイムズ)

◆プラック・デービット�業省国���
JCAが掲げる「STRATEGY 2025」の�の⼀つである「��業」
�野に�して、カンボジア��作物を�⼯し、�付�価��品を
��する�件についてご��を⾏いました。プラック・デービッ
ト��からは�い�価をいただき、�業省としての�援について
協�が⾏われました。また、2025年11⽉に�業省主�で開�予�
の�⽰�「CAFE 2025」において、JCA�員が⼀⾓を担って��
するというご提�をいただきました。�5回����団の⼀�と
してこの提�を受け�れ、積�的に��を�めてまいります。�
�⽰�を�じ、�4回��団で提�した事業の��を�く⽰す予
�です。   2025年4⽉1⽇
��はこちらから  

◆ハン・チュンナロン副⾸相兼��⼤�
���員である愛和�国����より、プノンペンにおける⽇�����立の��とその��、期待される�果に
ついてご��いただきました。事前に協�事項を�付していたこともあり、ハン・チュンナロン副⾸相にはプノン
ペン⼤���、カンボジア⼯科⼤���、専⾨����の3�をご同�いただき、現地での��の�向をその場で
⽰していただきました。��、愛和�国����が3�の��を現地で��し、��協�を⾏いながら前向きに�
めていくこととなりました。昨年度��された同���は、JCAへの�頼を�めて��され、��に�件形成を�
めていくことをお�束いただきました。   2025年4⽉1⽇
��はこちらから    (�典 クメールタイムズ)

◆ハップ・トゥイ����省国���
カンボジアには��の映�データが保�されており、����省に
は2,000�を超える映��料があるとのことですが、劣�が�んで
いるものも�在しています。���員のTBS�が⽇�国内で�った
デジタル�のノウハウを活⽤し、この映��料のデジタル��援に
貢�する�向を��いたしました。ハップ・トゥイ国���より、
�ちにコンタクトポイントを��していただき、担当者もご指�い
ただきました。JCAからも現地事��の�員をアサインし、��の
現地�査および�援活動が円滑に�むよう、�き�きバックアップ
を⾏ってまいります。   2025年4⽉2⽇
��はこちらから  

https://www.khmertimeskh.com/501664412/cambodia-japan-cement-partnership-to-boost-sme-investment-and-trade/?fbclid=IwZXh0bgNhZW0CMTEAAR2eol6w2z_3zy9bW8158ZTMmG1dhHkVvW_VNPwadpQ_zujR0KGygC8G8jE_aem_-Nyxb6iz-rv_k8S7ohqL9A
https://www.facebook.com/share/p/1QpndWismf/?mibextid=wwXIfr
https://www.khmertimeskh.com/501664142/japan-to-establish-language-institute-in-phnom-penh/?fbclid=IwY2xjawJbBINleHRuA2FlbQIxMQABHbbfGhqRBh_bi6wJ59BHwGcbS3AR6jjZcsfroWO4zAoP380GSooe5NNrkA_aem_HJ43f89QJrkFCACQmFyCfA
https://www.khmertimeskh.com/501664142/japan-to-establish-language-institute-in-phnom-penh/?fbclid=IwY2xjawJbBINleHRuA2FlbQIxMQABHbbfGhqRBh_bi6wJ59BHwGcbS3AR6jjZcsfroWO4zAoP380GSooe5NNrkA_aem_HJ43f89QJrkFCACQmFyCfA
https://www.facebook.com/share/p/18xgAyVu7X/?mibextid=wwXIfr
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◆リム・ビサル国���協⼒省国���
常にご�援をいただいている国���協⼒省を�問し、�4回ビジネ
ス����団の成果および�5回��団の��について�⾒��を⾏
いました。リム・ビサル国���からは、�4回��団の成果を省の
ホームページに掲�したいとのご提�をいただきました。各�件の
���は⼩�模ではありますが、��に��していることを��
し、⽇�の中⼩�業による持�可�な基�づくりの��をご��い
たしました。JCAの��団の成果に�するご�価とともに、�5回�
�団に�しても�き�きのご�援をお�束いただきました。
2025年4⽉2⽇
��はこちらから 

◆スン・チャントゥール副⾸相兼カンボジア開発���（CDC）�1副��
カンボジアには�恵��制度があり、現地��に�してはQIP（QUALIFIED INVESTMENT PROJECT）申�が必�と
なります。その�⼝であるCDCを�問し、スン・チャントゥール副⾸相より、2024年度のQIP申���および�件�
についてご��をいただきました。その中で、中国からの申�が�半�を占める⼀�、⽇�からの申�は��3ヶ⽉で
1件にとどまっているとの指�があり、JCAへの期待を��いただきました。JCAとしては、⼩�模�件が�いもの
の、�来的には�恵��制度を活⽤した現地⽣�も�野に�れている旨をお�えし、時間をかけて成果を�していく
��を��いたしました。副⾸相からは、JCAの��的な�り�みに�し、��と期待の�葉を頂戴いたしました。
��も��に�り�み、成果を積み重ねてまいります。  2025年4⽉2⽇
��はこちらから   (�典 クメールタイムズ)

◆ヘン・スア労働��⼤�
タイの地���により当�予�されていたアポイントはキャンセル
となりましたが、⼤�より�国�すぐの⼣�時に協�を⾏いたいと
のご提�をいただき、⼣��にて�⾒��を⾏いました。内�とし
ては、昨年度開�した�業���援（��、⾃動⾞��、ITエンジ
ニア�成）に�する���告と、JCAカンボジア事��の活動成果
について協�を⾏いました。ヘン・スア⼤�は、⽇�への国�留�
��をお持ちであり、JCAにとって�めて重�な�僚の⼀�です。未
来�向の率�な�⾒��を�じ、�くのアイデアが共有され、�員
�業の���件についても貴重なご�⾒を賜りました。��、��
�業と��し、�き�き�件形成に�めてまいります。
2025年4⽉2⽇
��はこちらから  

⼀��団�� ⽇�カンボジア協�事�局
発⾏��中間貴恵

問�せ先:  info@japan-cambodia.or.jp

ホームページ: http://japan-cambodia.or.jp

カンボジア��

[ お知らせ ]

令和７年度  ��科�省 EDU-PORTニッポン�募事業 �募開�のお知らせ
   EDU-PORTニッポンでは、現在２つの�募を��しておりますのでこちらよりご��ください。
「EDU-PORTニッポン」とは��協働のオールジャパンで�り�む「⽇�型��の���開」事業です。

https://www.facebook.com/share/p/15obxga8uj/?mibextid=wwXIfr
https://www.khmertimeskh.com/501664484/chanthol-hopes-that-jca-will-enhance-cambodias-investment-climate-for-japanese-business-community/?fbclid=IwZXh0bgNhZW0CMTEAAR2FqoUVLbMxkQSibOyWzerzJW7mxBfJ2BtLKNvavqml-bcSDCJw9i14HSI_aem_GOV8PohEH5PCU0GzNiobCA
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